
 

 

平成３０ 年  ５月 １６ 日 

清水建設株式会社 東北支店 

岩 手 河 川 国 道 事 務 所         

 

復興支援道路 宮古盛岡横断道路 

一般国道１０６号平津戸松草道路 

（仮称）平津戸トンネル貫通式のお知らせ 

～宮古市側最長のトンネルが貫通しました～ 

 

 平成２３年度に事業化された宮古盛岡横断道路「平津戸松草道路」（延長約７ 

ｋｍ）は、地域の方々のご協力により鋭意事業を進めております。 

このたび、宮古盛岡横断道路の内、宮古市側で最長となる「（仮称）平津戸トン

ネル」（延長 3,159ｍ）の貫通式典を執り行うことといたしましたので、お知らせ

いたします。 

貫通式には宮古市長をはじめ地元の方々にご参加して頂くこととしております。

【貫通式典】 

１．日 時：平成３０年 ５月 １９日（土）１０：００～（約１時間程度） 

      ※受付は、９：２０から行います。 

２．場 所：（仮称）平津戸トンネル本坑内 盛岡市側坑口付近 

３．主催者：清水建設株式会社 東北支店 

４．内 容：【別紙－２参照】 

 

 

 

注）現地には駐車場がございます。現地の交通誘導員に従い駐車願います。 

 

（参考）宮古盛岡横断道路 平津戸トンネル工事 概要【別紙－３参照】 

（参考）宮古盛岡横断道路の主な整備効果【別紙－４参照】 

 

 

《発表記者会：岩手県政記者クラブ、宮古記者クラブ、東北専門記者会》 

問い合わせ先 

   

【式典や施工内容に関するお問合せ】 

清水建設株式会社 東北支店 

平津戸トンネル作業所          電話：019３-７７-４２８１ 

所長     新居
あ ら い

 直人
な お と

 

【事業に関するお問合せ】 

   国土交通省 岩手河川国道事務所    電話：019-624-3131（代表） 

               副所長    
と し な い

十枝内 
よしのり

美範（内線205） 

               工務第二課長 
さ さ き

佐々木 
みのる

稔 （内線411） 

 

 

 

記者発表資料 



【別紙－１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【別紙－２】 

 

宮古盛岡横断道路 （仮称）平津戸トンネル 

貫通式 次第（予定） 

      平成３０年 ５月１９日（土） 

 （仮称）平津戸トンネル本坑内（盛岡市側坑口付近） 

 

○貫通式典    午前１０時００分～午前１１時００分 

一、開会の辞 

一、貫通報告 

一、貫通除幕 

一、久寿玉開披 

一、清めの儀 

一、通り初めの儀 

一、来賓祝辞 

一、発注者挨拶 

一、鏡開き（菰
こも

開き・鏡割り） 

一、乾杯・歓談 

一、施工者謝辞 

一、万歳三唱 

一、閉式の辞  
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